
◆7 番（平野利和君） おはようございます。公明党の平野利和です。通告しておりました

ので、順に質問させていただきたいと思います。 

 まず、みずほ温泉千年の湯、今後の運営について質問いたします。 

 5 月初めに、3 月議会の市議会議会報が各世帯に配られました。市民の皆様に御意見を頂

戴いたしました。雲仙市は、千年の湯を潰そうとしている考えなのか。このことは、3 月議

会の文教厚生委員会にての議論の状況が委員長報告として掲載してあることを読まれての

御意見です。「今度ポンプが故障した場合には、ポンプの更新は考えていないが、それまで

は継続する。また、施設自体も老朽化しており、今後大きな故障が生じた場合については教

育委員会で早急に検討する」とありました。 

 この施設は、瑞穂町のみならず他市、他町からの利用者が多く、私も腰などが悪いためよ

く利用させていただいておりますが、利用者の皆様より、「平野さん、この湯は体のために

大変よい湯なので潰さないでほしい」との声をたくさん頂戴いたします。高齢者福祉またス

ポーツ施設の利用者増の観点から存続を要望いたしますが、雲仙市としての今後の運営の

方向性を答弁願います。 

 あとの質問、国民健康保険について、鳥獣被害対策について、市営住宅については自席か

ら質問いたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（大久保正美君） 金澤市長。 

◎市長（金澤秀三郎君） 平野利和議員の御質問にお答えいたします。 

 みずほ温泉千年の湯の今後の運営についてのお尋ねでございますが、当施設につきまし

ては、平成 13 年 3 月 1 日にオープンし、当初は利用者も多かったものの、近年は利用者数

の減少や設備の老朽化等から維持管理経費が増加傾向にあり、これまで多額の経費を費や

してまいりました。経営状況につきましても大変厳しい状況が続いているところであり、こ

れまでの雲仙市議会におきましても議員の皆様から多くの御意見、御指摘をいただいてき

ておりますように、多くの課題が累積している施設でもあります。 

 しかしながら、このみずほ温泉千年の湯は、これまでグラウンドやテニスコート、プール

などの体育施設と合わせて多くの市民の皆様に親しまれている施設でもあります。このみ

ずほ温泉千年の湯の今後の運営につきまして、市といたしましては、地域住民の交流を促進

し、市の活性化に寄与するとともに、市民の健康、福祉の増進及びその振興を図るための施

設としての活用が見込まれることから、最大限存続に向け努力してまいりたいと考えてお

ります。 

 なお、現状等につきましては担当部局より答弁をさせていただきます。 

○議長（大久保正美君） 山野教育長。 

◎教育長（山野義一君） ただ今、市長が答弁いたしましたように、当施設につきましては

温泉施設という特殊な施設であることから、これまで源泉井戸や水中ポンプの故障、改修な

ど多額の設備改修等を行いながら、多くの臨時的な経費も費やしてきた施設であり、特に、

近年は設備の老朽化等による維持管理経費の増加や利用者数の減少、低迷等により、その経



常的な収支も年々悪化している状況であります。また、施設の利用者数も、当初は 14 万人

を超える利用者数であったものが、近年では 6 万人台にまで低下しております。 

 このため、地元、千年の湯活性化委員会の皆様の御協力を得ながら利用者数の増に努めて

いるところでありますが、ここ数年、利用者数の大きな増加にはつながっていないという大

変厳しい現状がございます。 

 このような中ではありますが、現在の施設、設備が使用できる間は、さらなる経費削減や

利用者増を目指しながら、温泉施設として運営を続けてまいりたいと考えております。 

 しかしながら、水中ポンプが使用できなくなるなど大規模な改修、修繕が必要となった場

合には、新たに多額の投資を行うことは現段階では大変難しい状況であると考えておりま

す。 

 以上です。 

○議長（大久保正美君） 7 番、平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） 3 月議会での文教厚生委員会での議論の中に、あまりにも収入が少

ないとあります。この部分について、私は運営があまりにもずさんだと考えております。 

 どういうことか申しますと、故障により休業が多い、利用客がたくさん来られる時期、例

えば年末年始、1 週間ぐらいが休みです。これはあまりにもお役所考えだと思います。年末

年始、帰省され楽しみにしておられる方を何人も知っております。なぜ休みですかと、何人

かの方たちから苦情を受けます。故障の件は、事前にチェックしておいて、おかしいと考え

れば気をつけておく、これが民間の常識だと考えますが、いかがですか。私は、認識が薄い

と思ってます。 

 文教厚生委員会での質問の答弁に、「千年の湯の利用者の数が減ってきている」とありま

した。諫早ののんのこ温水センターが大変利用者が多く、数字で示しますと、平成 25 年、

稼働が 326 日、13 万 694 人、平成 26 年度 325 日、14 万 1,596 人と増え続けております。

国見の遊学の館、平成 25 年度、営業日 307 日、3 万 8,957 人、平成 26 年 307 日、3 万 8,667

人、ほぼ横ばいです。千年の湯の営業日と利用人数を教えてください。平成 25 年度からで

結構です。 

○議長（大久保正美君） 山本教育次長。 

◎教育次長（山本松一君） 千年の湯の平成 25 年度の稼働実数、利用者数でございますけ

れども、平成 25 年度につきましては 309 日の営業日の中で 295 日、稼働率が 95.5％です。

それから、利用者数につきましては 6 万 4,309 人でございます。平成 26 年度につきまして

は、同じく 309 日のうちに 298 日、稼働率が 96.4％、利用者数につきましては 6 万 8,433

人でございます。 

○議長（大久保正美君） 7 番、平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） 309 日というのは、休みを引いた時の話ですか。それとも、のんの

こ温水センターは、326 日の稼働といいますか、稼働日数が対象が 309 日というのはおかし

いし、それどういう計算でされて、営業をされてるのでしょうか。 



○議長（大久保正美君） 山本教育次長。 

◎教育次長（山本松一君） 今の計算でございますけども、365 日中に、千年の湯につきま

しては毎週水曜日が休みになってます。その時にいろんな掃除等々をやるということ。それ

から、先程御指摘ございましたように、12 月 29 日から 1 月 1 日までの 4 日間を休業にし

ておりますので、それを引いた分が 309 日というふうになります。 

○議長（大久保正美君） 7 番、平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） 309 日の中で 295 日しか稼働しなかったという、これは故障等の話

ですよね。 

 地元の瑞穂の方たちが主体となって活性化委員会があります。雲仙市が運営するように

なり、この方たちの協議で御意見を頂戴し、末永く運営ができるようにされているようです

が、文教厚生委員会での質疑で、「年 4 回開催しております」との答弁があっておりますが、

調べた結果、昨年 8 月、一度の話し合いで、その後話し合いがされてないようですが、なぜ

行われなかったのか、理由をお尋ねします。設立をお願いしておいて、何もしなかったでは

勝手過ぎるのじゃないかなと私は思ってます。 

○議長（大久保正美君） 山野教育長。 

◎教育長（山野義一君） その点に関しましては、私たち、そういう、みずほ千年の湯を盛

り上げていきましょうということで活性化委員会を立ち上げさせていただきました。しか

しながら、その主催されます中心となります会長さんとうちの担当者が、特に担当者が十分

意思疎通を図らず、また全然そのために開催がなされていなかったことは、所属職員の服務

監督を管理する立場にあります教育長、私の責任であります。どうもすみませんでした。 

○議長（大久保正美君） 7 番、平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） 私がお聞きするところには、その担当者の方と、何月何日はだめな

ので何月何日にしたいということを要望されていたらしいのですが、その後何も連絡がな

いと、だから今まで開催されてなかったのじゃないかなと気がするのですが、いかがでしょ

うか。 

○議長（大久保正美君） 山野教育長。 

◎教育長（山野義一君） 私が報告を受けましたらそのようなことでした。どうもすみませ

んでした。 

○議長（大久保正美君） 7 番、平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） じゃあ、活性化委員会は何のために作ってもらったのでしょうか。

私が感じますに、おらが町と、温泉と思って利用してもらうように頑張ってくださいと何度

もおっしゃっておりますが、私は他人任せのような受け取り方をします、私がです。雲仙市

が運営をしているのなら、雲仙市も主体者で、利用してもらうように広報活動をすべきだと

思ってます。 

 昨年 8 月にも活性化委員会の会議をされており、その時にホームページ、また市報にも

広告をしてくださいとの要望があってるのじゃないでしょうか。文教厚生委員会でも、もっ



と宣伝をすべきだと指摘があっております。このことはどうなっておりますか。それに、地

元、瑞穂自治会長会議にも利用者の状況を報告するようにお願いをしてあるそうですが、こ

れも報告されてない。報告すれば、もっと頑張らないといけないと地元の方は考えてもらえ

るのじゃないでしょうか。やる気がないと私は思っております。担当課は違いますが、小浜

の温泉、先程質問が出てました望洋荘はいつも掲載をされております。この差はどう説明さ

れますか。 

○議長（大久保正美君） 山野教育長。 

◎教育長（山野義一君） 確かに、ホームページのトップページにそれを掲載してください

ということがありました。しかしながら、私たちもその件は検討したのですけど、どうして

もやっぱりトップページに千年の湯を載せることは、どうしてもちょっとやっぱり支障が

あるということで、私たち、3 つぐらいアクセスすることによって千年の湯にたどり着ける

のじゃないかなと思っております。 

 しかしながら、先程言いましたように、そういう活性化委員会であったことが、正直私の

ほうまできちっと届いていなかったということで、また、私の、先程言いましたように、服

務監督ということが十分なされなかったことが全ての原因だと捉えております。 

 しかしながら、そういう中でも平成 24 年度、平成 25 年度のいろんな活性化委員会で出

されました、例えば老人会を私たちが回ったり、自治会を回ったり、また新たな広告を出し

たりは、一応、私たちのほうでも努力はしておりました。 

○議長（大久保正美君） 7 番、平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） 教育委員会として、教育委員会は千々石にあります。担当は瑞穂に

いるのでしょう。そこのどういうことがあったかというのは、教育委員会というか、次長な

り課長なり教育長に報告等はなされないのですか、確認です。 

○議長（大久保正美君） 山本教育次長。 

◎教育次長（山本松一君） 担当のほうからは、課のほうにそういった故障であったりとか

漏水であったりとか休業であったりとか、そういったことの報告についてはあっておりま

す。 

○議長（大久保正美君） 7 番、平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） 今、教育長が申された確認はとれてなかったということはどういう

ことですか。 

○議長（大久保正美君） 山野教育長。 

◎教育長（山野義一君） 活性化委員会のその開催またその内容等について、私のほうが十

分確認をいたしておりませんでしたということです。 

○議長（大久保正美君） 7 番、平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） 先程、ホームページをおっしゃっていましたけども、市報のことは

どう考えていらっしゃるのですか。報告等はなかったのですか。市報は、すぐ教育委員会が

決断すれば載るのじゃないですか。 



○議長（大久保正美君） 山野教育長。 

◎教育長（山野義一君） 市報については、今ちょっと私は記憶が定かでないのですけど、

いつも言っておりますのは、やはり広報ですか、それには力を入れなければいけないという、

担当のほうには、また担当課のほうには一応指導はしてるのですけど、その市報にその活性

化委員会で載せたほうがいいのじゃないかというような意見があったことは、今、私はちょ

っとその時知っていたかどうかは定かではありません。 

○議長（大久保正美君） 7 番、平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） 知らなかったということですね。わかりました。とにかく、検討を

すぐお願いしたいと思っています。 

 のんのこ温水センターは、このことも要望が多分あってるのじゃないかと思うのですが、

私の地元の子ども会もバスで行っているようです。なぜ、そういうことができないのか。活

性化委員会ではバスの送迎を考えてはとの要望があっていると思うのですが、そのことは

どうでしょうか。 

○議長（大久保正美君） 山本教育次長。 

◎教育次長（山本松一君） みずほ温泉千年の湯でも、基本的には 10 名以上の団体の要請

によれば送迎を行うこととしております。8 名程度でも柔軟に対応しておるところでござい

ます。 

 昨年の送迎回数については、大体 19 回程度バスで送迎をしているところです。 

○議長（大久保正美君） 7 番、平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） そうしたら、送迎はされてるですね。そういうことができるという

ことですね、確認です。 

○議長（大久保正美君） 山本教育次長。 

◎教育次長（山本松一君） はい、そうでございます。 

○議長（大久保正美君） 7 番、平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） この前、活性化委員会で私が話を聞いたところ、これは白タク行為

になるのでできないという答えがあったと思うのですが、それはどうでしょうか。 

○議長（大久保正美君） 山本教育次長。 

◎教育次長（山本松一君） 定期的にずっと回ってお客さんを運ぶということであれば白タ

ク等行為になるかと思うのですが、私どもが申し上げてるのは、例えばどっかで老人会の送

迎があった際に行きたいというふうな情報をいただければ、お迎えに行くということでご

ざいます。 

○議長（大久保正美君） 7 番、平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） 私が思うに、国見の遊学の館は、朝バスで迎えに行き、夕方 3 時ご

ろ送る運行をされているようですが、これはみずほ温泉千年の湯には採用できないのです

か。 

○議長（大久保正美君） 山本教育次長。 



◎教育次長（山本松一君） ここにつきましては、遊学の館につきましては指定管理者の運

営でございますし、千年の湯が市の直営でございますので、一緒のようにできるかどうかに

ついては、さらに研究をしていきたいというふうに思います。 

○議長（大久保正美君） 7 番、平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） 市が運営しているから、指定管理へ出してるからは、そこで区別が

あるのですか、私はちょっとわかりませんけども。 

○議長（大久保正美君） 山本教育次長。 

◎教育次長（山本松一君） その辺につきましては、再度勉強させていただいて研究してま

いりたいと思います。すみません。 

○議長（大久保正美君） 7 番、平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） いや、私が思うに、その活性化委員会で議論された時に、白タク行

為ですという課長から話があったということをそういう話を聞いたのです。だから、教育委

員会ではそのことはできるという考えで答えができるのですか。 

○議長（大久保正美君） 山野教育長。 

◎教育長（山野義一君） 担当のほうがちょっと調べてそういうことの見解がありましたも

のですから、白タク行為に当たるということでしたので、私たちにできることは何かないだ

ろうかということで、老人会等から、例えば事前に何月何日に何名ぐらいということで利用

したいということがありましたら、そちらのほうにお迎えに行かせていただきまして、バス

を運行してる状況であります。 

 ですから、先程次長が言いましたように、また再度、そのバスがどういう形で運用できる

のか、そのことはまた研究してみたいと思っております。 

○議長（大久保正美君） 7 番、平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） わかりました。千年の湯でもそういうことが可能ならばしていきた

いという答弁だと私は受け取っていいでしょうか。 

○議長（大久保正美君） 山野教育長。 

◎教育長（山野義一君） しかしながら、本年度からすぐというのもかなり厳しいのじゃな

いかなと思っておりますし、それを、なぜなら職員の数またバスを運転する嘱託職員の数も、

今のところ 1 名だけということで限られておりますので、そういう中で一応できるのだっ

たらまたどういう方法ができるのか、私たち研究していく必要があるかなと思っておりま

す。 

○議長（大久保正美君） 7 番、平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） 本題に入ります。 

 みずほ温泉千年の湯は、旧瑞穂町時代に福祉目的で平成 13 年にでき上がったと聞いてお

ります。すこやかランドの体育施設の利用者は増えていると委員会での答弁がありました

が、千年の湯は故障が多く、稼働日数が少ないために利用者の数が少ないのではないのかと

いう私の疑問です。故障して休みですと防災無線での連絡はありますが、他市からの方は現



場に来ないとわからない。それにいつ再開するのかわからなければ、行かなくなるでしょう。

これは当たり前のことです。お客様はもとに戻りません。何度も言いますが、宣伝と管理運

営が問題だと考えますが、教育長、お尋ねします。 

○議長（大久保正美君） 山野教育長。 

◎教育長（山野義一君） 平成 13 年にできまして、今、地下約 1 千ｍのところから温泉を

くみ上げております。そのため、今いろんなところで確かに故障が、また修繕箇所が発生し

てるのが現実であります。先程、それを事前にチェックできないのかとの御意見ですけど、

それはかなり厳しい状況下にあります。しかしながら、担当職員は、やはりその点は毎日き

ちっと点検してるのですけど、いつ何時それが故障するか、また地下のポンプにしても同様

であります。 

 確かにそういう中で、急遽休業する時があるのですけど、その時には、やはり市内の皆様

には通知することができるのですけど、市外の方にはそれをお知らせすることは大変今の

段階では厳しいところがあります。ですから、どういう形でお知らせできるのか、それもち

ょっとやはり模索していかなければいけないかなと思ってるところです。 

 大変厳しい状況下に、いろんな面であることは間違いありません。しかしながら、だんだ

んやっぱりお客さんが減って、最近この平成 23 年、平成 24 年、平成 25 年、平成 26 年の

4 カ年では、約 6 万 5 千人前後を維持しておりますので、その 6 万 5 千人前後を何とかち

ょっと 7 万人台ぐらいまでとにかく上げる努力を、私、その温泉を預かっている部署とし

てやはりそういう使命があるのじゃないかなと思っておりますので、努力をしていきたい

なと思っております。 

○議長（大久保正美君） 7 番、平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） ここの温泉の種類、どのような温泉とお考えですか。メカニズムを、

私は太田一也元教授に聞いてきたのですが、御存知でしょうか。 

○議長（大久保正美君） 山野教育長。 

◎教育長（山野義一君） あそこの温泉が掘られているところの立地条件からして、火山性

ではなくて、非火山性のものかなと。それで、年代はわかりませんが、多分、大昔、地殻変

動が起きて、そこのところにその辺の海水が封じ込められた注水みたない形になってるの

じゃないかなと思います。そこで、今でもちょっと少しずつ海水がしみ込んで、それをくみ

上げてるのじゃないかなと思っております。詳しくわかりませんが、だからすごく塩分がや

っぱり高いですものね、そういう温泉じゃないかなと思っております。 

○議長（大久保正美君） 7 番、平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） 先程、教育長がおっしゃった千年の湯の開始の時期にさっきちょっ

と触れましたけども、太田一也元教授が関わってこられたということを聞いておりました

ので、太田教授に聞いてきました。 

 教育長がおっしゃった、太古に、昔、地中に閉じ込められた海水によるものと。大昔、地

殻変動などで古い海水が地中に閉じ込められている化石海水というのがこの水の温泉だそ



うです。ですから、ここは確かにいつかは枯渇する温泉みたいです。 

 最後に、市長にお尋ねいたします。るるいろんな議論してきましたけども、この温泉を、

説明したようにいずれは枯渇する温泉のようです。この温泉の利用者を見ますと、年齢層が

お年寄りの方が多いと考えます。それは、足が痛い、体にいいと感じる方が多い、それはと

りもなおさず福祉のための温泉だと、私、そして市民の皆様がお考えだと思っております。

それに、病院に通うのではなく医療費の抑制にもつながっていくと、私は考えております。 

 平成 25 年度の利用者が、先程申されました 6 万 4,309 人、平成 26 年度 6 万 8,433 人と

若干増えております。その中の市内利用者は、5 万 5 千人ぐらいだそうです。この中の約 1

割でいいですから、これは仮定です。5 千 500 人が整骨院とか病院に行かなくてよくなれ

ば、医療費として 1 日、これは仮定です、5 千円だと仮定すると、5,500 人掛け 5 千円で

2,750 万円の医療費がかかることになります。温泉に入り、この医療費が抑制するのではな

いかと、これは私の考えです。赤字だけが目につきますが、目に見えない効果があると思い

ます。 

 結論として、温泉が枯渇するまでの存続をお願いしたいと、雲仙市の北目の市民は、近く

で温泉を楽しむことができる場所なのです。ましてや、干拓道路や諫早からでも来ていただ

いてることを考えると、ぜひ枯渇するまででよいので存続をお願いしたいと。利用者を増や

し、赤字を少なくすることが大事です。それには、担当部局の認識、専門意識が必要なとこ

ろです。故障し、休業がないように、そして市民の皆様の応援をいただきながら運営をして

いく、このことが大事だと考えますが、いかがでしょうか。 

○議長（大久保正美君） 金澤市長。 

◎市長（金澤秀三郎君） 少し整理してお話を申し上げたいのですが、市長に就任した時か

らの非常に大きな課題であります。私の立ち位置とすると、とにかく早く指定管理に出せる

状態に持ち込まないと、要するに指定管理でやっていてだめだった。直に戻すと余計経費は

かかるのです。今はもうだからこの状態なのです。今が最悪の状態なのです。しかも、もっ

と悪いのは、この状態で販促とか管理とか運営とか、非常に細かいことを所管課で処理しよ

うとすると、これは私の独断で申し上げますが、余計悪くなるのじゃないかという懸念をし

てるのです。だから、指定管理に早く出せるような状況にどうやって持ち込むのかというこ

とです。 

 ただ、私は、申しわけないが、温泉の専門家でもないしポンプの専門家でもないものだか

ら、技術的なことはよくわかりません。水中ポンプを仮にかえて、そこで 2 千万円かどうか

知らんが、そのぐらいの金額がかかったとして、それが償却できればいいのです。単純な話、

償却して回収できればいいのです。ただ、そうすると今の条例下にある客単価で、あの立地

で、どのぐらいの収入が見込めるかというと、これはもう誰が考えたって至難のわざなので

す。至難のわざだけれども、何とか知恵のあるところはないかというところも含めて、それ

は教育委員会の条例改正をして、教育委員会の所管を抜けるということがもしかしたら前

提になるかもしれませんが、そういったことも視野に入れながら可能性を模索していくと



いうのが、自分の当初の答弁であります。 

 ですから、源泉が枯渇するまで継続ということを今この段階で私自身が明言するという

ことは、これはできません。 

○議長（大久保正美君） 7 番、平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） 了解しました。るる先程申された、私も何回かこの問題を質問させ

ていただいております。しかし、今申された指定管理も受けるところはありません。確かに

一番厳しい状況でございます。ただ、地元の皆さんの意見だけは聞いていただきたいと思っ

て、今日取り上げさせていただきました。 

 次に、国民健康保険についてお尋ねいたします。 

 国民健康保険税の暫定賦課について、まずお尋ねいたします。 

 以前の私の一般質問において、市民の皆様が国民健康保険税を納めることの軽減につな

がるとして、社会保険加入者のように 12 カ月で納める方法を提案しました。再度提案しま

す。 

 先日、大村市に出かけて行き、勉強してきました。大村市は、県内で唯一、毎月納める方

法をとってあります。雲仙市の平均世帯の国民健康保険税金額が総額、平均 23 万円ぐらい

とすると、現在が 8 期に分けて納めていますから、23 万円割る 8 で約 2 万 8,700 円です。

それを 12 期で納めるわけですから、約 1 万 9,100 円で、ここに払う金額が 9,600 円の負担

が軽くなると考えるのですが、いかがでしょうか。もちろん、保険税総額は年間ですから変

わりません。お尋ねします。 

○議長（大久保正美君） 広瀬市民生活部長。 

◎市民生活部長（広瀬章文君） 議員御紹介の大村市について私も勉強させていただきまし

た。 

 おっしゃるように、年税額を 12 期でお支払いするわけですので、議員が申されたとおり

の結果となるようでございます。内訳で申しますと、4、5、6 については前年度の保険料を

参照して、7 月から 3 月までにつきましては当該年度で発生します所得から割り出した金額

でされているようでございます。 

 この最大の効果でございます 12 期で割ることのメリットというのは、議員申されるとお

りだと考えております。 

○議長（大久保正美君） 7 番、平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） じゃあ、していただけるのですか。 

○議長（大久保正美君） 広瀬市民生活部長。 

◎市民生活部長（広瀬章文君） 大村市の小さいチラシがあって、ここにも書いてあるので

すが、ここの 4、5、6、所得が確定するまでの 3 カ月を前年度の保険料で算定し、予定して

納税をしてもらう形になります。議員が申される暫定課税という形になろうかと思います。

ここにやはり問題があるのではないかというふうに考えております。 

 大村市ももともとそのことは認識されておりまして、4 月から 6 月までに納めていただい



た分で、例えば国保をもう 4 月から抜けられて社会保険に加入された場合とかがございま

す。これにつきましても 6 月分までは納めてください、7 月で精算をいたしますという形を

とられているようでございます。果たしてそこら辺に問題がないのかというのが、まず 1 点

考えます。 

 それから、前年度の国保の税額を参考に 4 月から 6 月まで納めてもらうわけでございま

すが、例えば、産業で申します農業なんかを含む 1 次産業でございますが、この場合、大変

年度間で所得の格差が生じる場合が多々見受けられます。前々年度が所得がよくて、その分

を参考に去年の国保税が定まってる、これを参照して今年になるわけですが、前年度の例え

ば所得が低い場合は、当然国保は安くなるのですけど、4、5、6 は前々年度を参考にするも

のですから、一旦納めていただく形をとって、これもあわせてまた 7 月で当該年度で算定

した額と相殺をするようでございますので、4、5、6 の納税された分が大変過大となって、

7 月以降はもう還付だけが生じるという形も、このチラシにも紹介されているように、そう

いう方法にもなるようでございますので、そこら辺について何らか工夫が必要なのかなと

いうのを思っております。 

 ちなみに、紹介申し上げますと、島原半島 3 市はこの 8 回で今させていただいておりま

す。あと、議員申されます 12 回となりますと、3 月の課税が生じまして、3 月末いっぱい

まで納付期間となりますので、ここの収入の把握、決算の見込みを立てる分、ここら辺につ

いてもかなりのタイトなスケジュールになるのかなというのもまた感じるところでござい

ます。 

○議長（大久保正美君） 7 番、平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） 難しいのはわかってるのですけど、私が提案するのは、12 期で割る

ことできますか、提案しますということですから、できるかできないか、検討するのか、お

尋ねします。 

○議長（大久保正美君） 広瀬市民生活部長。 

◎市民生活部長（広瀬章文君） 12 のメリットを最大限私たちも使わなくてはいけないし、

議員申されます 12 で割ったこの減額することで納付が簡単になる。それから、定期的に 12

回で払うというのもまたメリットなのかなと思っております。そのことを含みまして、例え

ば 4 月の社保加入であったり、そういう異動分、それから 3 月課税で大変タイトになる分

を除いた例えば 10 期に考えるとか、そういういろんな工夫をすることについては研究をさ

せていただきたいというふうに思っております。 

○議長（大久保正美君） 7 番、平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） 検討していただけるということだけ、受けときます。 

 国民健康保険制度は、大変重要なことです。日本国の皆保険制度は、世界に類を見ないす

ばらしい制度です。しかし、この制度が破たんをし、病院受診にも自分のお金を全額払って

受診しなければならなくなると大変困ると思います。誰でも健康保険税は安いほうがいい

です。安くしなさいというのは簡単です。私は、少しでも安くできる方法をみんなで考え、



検討していきたい。 

 雲仙市は、これまで一般財源の繰り入れもせずによくここまで運営されてきたものと評

価いたします。隣の島原市、南島原市は既に繰り入れをされております。国保の加入者が半

分近くおられる雲仙市、あとの半分は社会保険加入者、共済加入者の理解が得られないと今

まで私は考えておりましたが、定年後の国保に加入するのであれば、その時期から医療費が

増大する、そのことを考えれば必要な措置なのかなと考えますが、市民の皆様がどうしても

高くなるようであれば、そろそろ繰り入れを考えていかないといけないかなと考えると思

います。まず、しかしその前に、どうすれば医療費の抑制ができるか、今から議論をしてい

きたいと思います。 

 そこで、国民健康保険法第 82 条、平成 26 年 4 月から国民健康保険法に基づく保健事業

の実施等に関する指針の一部改正によるデータヘルス計画が行われているようです。デー

タヘルス計画とは、特定健診の実施や診療報酬明細書等の電子化の進展により、保健者が健

康や医療に関する情報を活用し、加入者の健康課題の分析、保健事業の評価等を行うための

基礎整備を進めることです。 

 まず、雲仙市の状況を知る上で、市民の皆様の多い疾患と医療費の状況を教えてください。 

○議長（大久保正美君） 広瀬市民生活部長。 

◎市民生活部長（広瀬章文君） 議員申されますように、全体的に言われております三大疾

病以外で、雲仙市で特にということでの御紹介になろうかと思いますが、平成 25 年度の、

先程申されましたカルテ、レセプトの点検でわかることですが、6 カ月以上の入院となった

人というのが、例えば 173 名ございます。主な疾病で申しますと、脳血管疾患 16 名、それ

から虚血性心疾患 12 名、精神疾患 129 名となっておりまして、その分野だけで費用額で 6

億 8,263 万円、6 億 8 千万円あまりほどかかっているようでございます。 

○議長（大久保正美君） 7 番、平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） その 6 カ月以上、173 名の方が医療費がかかっている 6 億円という

ことで、その多い疾患と医療費を抑えることが一番じゃないのかなと考えますが、どのよう

な対策を考え、市民の皆さんに御協力をいただかなければいけないかと考えですか。 

○議長（大久保正美君） 広瀬市民生活部長。 

◎市民生活部長（広瀬章文君） データヘルスの計画のお話ではございましたが、これまで

もこのようなレセプトを点検したりということで、いろんな事業を行っておりますし、全国

的に行っております特定健康診査それから特定保健指導、これらを中心に、例えば万病のも

ととなります肥満それから糖尿病、高血圧などの予防可能な生活習慣病対策ということで

現在取り組んでおります。 

○議長（大久保正美君） 7 番、平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） その生活習慣病予防対策をどのようにされていますかというお尋ね

ですが。 

○議長（大久保正美君） 広瀬市民生活部長。 



◎市民生活部長（広瀬章文君） 今回、例えば議員が先程御紹介いただきました大村のデー

タヘルス計画というのがございますように、雲仙市におきましても、そういった病名とその

原因といいますか、生活習慣について調査をして、そこを、病気の治療自体は市役所は難し

いですので、そういうふうにならないような習慣病という捉え方で、そこを指導する形を取

りまとめていくのがデータヘルス計画だと思っております。雲仙市につきましては、現在取

り入れて使う分は使っておりますが、その計画書としては 8 月末ぐらいを目処に作って進

めていきたいという考えでおります。 

○議長（大久保正美君） 7 番、平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） 私が思うに、私も毎年健診を受けてます。その後、保健師さんのア

ドバイスを受けられますかというアンケートがあります。私は、めんどくさいものですから

もう必要ないと答えておったのですが、それがやっぱり必要なことじゃないのかなという、

このごろ思い出したのです。 

 指導を受け、生活習慣病の改善につなげたいと思うようになるのですが、そのことが大事

だと私は思ってるのですけど、もっと市民の皆様に特定健診等の受診をお願いし、適正な指

導により大病にかからないような、がんとか例えば脳梗塞とか、そういうかからないような

改善をお願いしないといけないのじゃないのかなと思うのですが、そこら辺はどうでしょ

うか。 

○議長（大久保正美君） 広瀬市民生活部長。 

◎市民生活部長（広瀬章文君） 議員が申されますとおり、今まで特定保健指導、先程議員

が断っていたという保健指導関係ですが、これはやはり健診を受けられた方に対して行っ

ておりましたが、今回のこのデータヘルス計画につきましては、こういうレセプトで明らか

になったことも含めて指導の対象といたしますので、より対象者を広く御案内できるのじ

ゃないのかなと思っておりますので、先程申しましたように 8 月末ごろを目処にまとめま

して、そういう対策をとっていきたいというふうに考えております。 

○議長（大久保正美君） 7 番、平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） そのレセプトの話が出たのですが、これは大村でもらってきたので

すけど、重複多重受診者、例えばおんなじ病気で転々と他の病院を受けていく、そして、そ

れで医療費がかさんでいくということも書いてあるのですが、そういう指導もされていく

のですよね。 

○議長（大久保正美君） 広瀬市民生活部長。 

◎市民生活部長（広瀬章文君） もちろん多重受診につきましては、現在も若干行っており

ますが、より正確に出てまいりますので行います。あとあわせて申しますと、通常の通院を

やってた方が途中で通院を辞められたというのも機械上見えるようになりますので、そこ

に対しても、例えば血圧の薬を急に飲まないようになったとかいうことも考えられますか

ら、そういう面での指導もできるようになっていくと思いますので、そういう把握に努めて

まいりたいと思っております。 



○議長（大久保正美君） 7 番、平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） るる話してきましたが、市民全体で医療費を抑えることを少しでも

考えて、健康保険税が安くなるようにしていけばと考えております。 

 次に、3 番目として、今国会にて、持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保

険法等の一部を改正する法律案が審議されております。国は、国保に平成 29 年度より毎年

約 3,400 億円投入して、平成 30 年度に運営主体を市町村から県に移行する財政基盤を強化

するような話があります。雲仙市民にとってどのような影響が考えられるのか、市民にとっ

てのメリットになるのか、お尋ねします。 

○議長（大久保正美君） 広瀬市民生活部長。 

◎市民生活部長（広瀬章文君） 今ありました平成 30 年度から、保険の主体が医療のほう

の主体が県で、これに対します税、賦課であったり保険証の給付であったり資格認定であっ

たり、ここら辺のほうが市町村へ残るという形ですみ分けをされるようになるようでござ

います。 

 市民へのメリットと申しますか、県の業務としましては、市町村ごとに医療費の水準や所

得の水準を勘案して国民健康保険事業納付金という形で市町村へ請求をされる形になるの

だと思います。この中で、県としましては、県全体的に網羅したやつで国保税の標準保険税

というのを算定してくると思います。総医療費に対して総保険税を出すわけでございます。

今のところ、各市町村ではかなりの、医療費そのものにも差がありますし、合わせたところ

の保険税というのも開きがございますので、県が一本化と申しましても、ここら辺を調整し

ながら 1 つになっていくのではないのかなというふうに思っております。 

 雲仙市は、基本的には医療費は大変安いほうでございます。保険税が高い高いということ

で言われてる部分がございますが、いろいろな要素がございます。この医療費が安い面から

考えますと、当然保険料は県下全域で見ると安いほうに働くのじゃないのかなというふう

に思っておりますが、この調整であったり、いろんな県のテクニックの部分がまだお示しに

はなっておりませんので、ここでこうなりますというのを明言できない状態でございます。 

○議長（大久保正美君） 7 番、平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） わかりました。では、まだ国で議論されている途中でしょうから、

詳細が決まりましたら、議会とか市民にお伝えをしていただければと思います。 

 次に、質問を移ります。鳥獣被害対策についてです。 

 鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律の一部が改正されているようですが、どのよ

うな改正なのか、お尋ねいたします。 

○議長（大久保正美君） 松尾産業振興部長。 

◎産業振興部長（松尾十七治君） 鳥獣保護及び狩猟の適正化に関する法律の一部改正とい

たしまして、本背景ですけども、全国的にニホンジカやイノシシなどの鳥獣において急速な

生息数の増加、生息の拡大が今現在起きております。希少な植物の食害等の生態系の影響や

農産物、生活環境への被害、大変深刻な状況となっております。 



 そこで、改正の内容といたしましては、まず 1 点目が、鳥獣の管理を加えたということで

ございます。鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律ということに改めまし

て、鳥獣の保護及び管理の定義を規定したということでございます。 

 2 点目に、県知事が鳥獣全般を対象として策定する鳥獣保護事業計画を鳥獣保護管理事業

計画に改めることにより、特に保護すべき鳥獣のための計画と管理すべき鳥獣のための施

設体系の整理がなされております。 

 3 つ目でございます。集中的かつ広域的に管理を行う必要があることから、環境大臣が定

めた鳥獣について、国、県が捕獲等を行う指定管理鳥獣捕獲事業の創設もございます。 

 4 点目ですけども、鳥獣の捕獲等に係る安全管理体制や従事する者の技能及び知識が一定

の基準に達した場合には、県知事の認定を受けることができる認定鳥獣捕獲等事業者制度

の導入も図られております。 

 あと 2 つあります。5 点目ですけども、鳥獣による生活環境の被害状況のため、居住集合

等における麻酔銃の許可も今回入っております。 

 最後になりますけども、鳥獣保護の担い手対策として鳥獣免許及び罠猟免許の取得年齢

を引き下げておるというのが主な改正内容でございます。 

○議長（大久保正美君） 7 番、平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） 鳥獣の管理と出てきましたが、その管理というのはどういう管理な

のでしょうか。 

○議長（大久保正美君） 松尾産業振興部長。 

◎産業振興部長（松尾十七治君） 鳥獣を管理ということで定義がされておるのですけども、

その生息数が著しく増加をし、またその生息地の範囲が拡大している鳥獣を管理すること

ということですので、平たくといいますか、数、範囲をコントロールするというふうに考え

ておるところでございます。多くなったら捕まえると、平たく言えば、そういうふうなこと

で考えております。 

○議長（大久保正美君） 7 番、平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） 雲仙市では特にイノシシの被害が深刻なので、この法律の改正点で

雲仙市にメリットはあるのか。私が一番目についたのが、網猟免許及び罠猟免許の取得年齢

の引き下げ、二十歳から 18 歳以上となるようなのですが、これが雲仙市にとってメリット

があると考えですか、お尋ねします。 

○議長（大久保正美君） 松尾産業振興部長。 

◎産業振興部長（松尾十七治君） 今、議員御指摘のとおり、年齢が二十歳から 18 歳へ引

き下げられて、免許取得の推進が図られるものと考えております。 

 雲仙市におきましては、これまでどおり県と協働で被害管理対策として防護柵の設置、そ

れと生息地の管理対策として緩衝帯の整備、それと個体数管理対策として捕獲と、この 3 つ

の柱を今現在考えて対策をしているというところで、二十歳から 18 歳まで下げられれば、

農業者の新規就農者というのがおられますけども、そういった方々が取得をされる可能性



もあるのじゃないかというふうに考えます。 

○議長（大久保正美君） 7 番、平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） もう、わかりました。 

 最後の質問です。市営住宅について質問します。 

 市営住宅にお住まいの方から御意見を頂戴しました。市営住宅の郵便受けにチラシとか

郵便がたまって見苦しい、そこの住民さんが住んでいるのかわからない、どうなっているの

ですかということでしたので、早速担当課に確認をすると、家賃も滞納し、住んでいるのか

確認がとれてないとのことでした。空き家住宅の問題がクローズアップをされております

が、滞納して住んでいるのか不明とはおかしな問題だなと疑問に思った次第です。 

 そこで、調べました。雲仙市市営住宅管理条例がありました。この中に、（2）として、家

賃を 3 カ月以上滞納した◎時、（4）として、正当な理由によらないで 15 日以上市営住宅を

使用しない時、市営住宅の明け渡しを請求することができるとありました。 

 雲仙市内の市営住宅の実態を説明ください。市内の居住の状況、滞納の状況です。 

○議長（大久保正美君） 野口建設整備部長。 

◎建設整備部長（野口孔明君） 今、市営住宅の現状でございますけども、今指摘されまし

たように、長期間、家財道具を残されたまま行方がわからない入居者が 1 名ございます。 

 あと、滞納の状況でしょうか。現在、市営住宅の中で 3 カ月以上滞納されてる方が 36 名

いらっしゃいます。その中で、納付の誓約書をもらっている方が 31 名ございます。それと、

一応 3 カ月以上滞納した場合は、市のほうに来ていただいて、連帯保証人等も一緒に来て

いただいて、今後の納める、どのようにするかという方法を伺いますけども、そのような中

で、来庁予定となってる方が 2 名、6 月中入金予定者が 1 名、所在不明の方が 1 名となって

おります。それで、合計 36 名の現在対象者がいらっしゃいます。滞納状況でございます。 

○議長（大久保正美君） 7 番、平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） 不明者が 1 人とおっしゃいましたけど、その 1 名の方の住宅は今ど

うなってるのでしょうか。 

○議長（大久保正美君） 野口建設整備部長。 

◎建設整備部長（野口孔明君） 現在はそのままの状況であります。 

○議長（大久保正美君） 7 番、平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） その後の対策はどうされるつもりですか。 

○議長（大久保正美君） 野口建設整備部長。 

◎建設整備部長（野口孔明君） これまでの今までしてきました対応といたしましては、入

居者に長期間の家賃の滞納があるため面談の必要があり、同じ団地の隣に住む親族などを

中心に居場所を聞いておりました。時々帰ってくるとのことでしたので、帰ってきた場合は

市へ連絡していただくようお願いしており、現在に至っております。また、入居者の住宅へ

の家賃の滞納がありましたので、督促状を毎月送付しております。 

 しかし、本来であれば明け渡し請求の手続をとるべきであったと思っております。これま



で長期間行方がわからず現在に至ってることは適切な対応ではなく、大変不十分と感じて

おります。職員の意識の低さや責任感の欠如であり、深く反省しているところでございます。 

○議長（大久保正美君） 7 番、平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） 私が重視したことは、滞納することはよくありません。ただ、市営

住宅に入りたくても入れない状態があるのではないかと。私も入りたいのだけど空いてな

いですよと言われた時に、そのように何も住んでいるのがわからず、家賃滞納をしている方

よりも市民の方たちに利用してもらうほうが価値的だと私は思っております。家賃を滞納

しているのに何の対策もとれてないということは、ちょっといかがなものかなと思います。 

 今後、こういう徴収マニュアルとか作成をして、きちんとルールを決めるべきであると思

うのですが、これは条例にはあると思うのですが、そういうことができるような何か調べる

といいますか、そういうことができないのかなと思うのですが、いかがでしょうか。 

○議長（大久保正美君） 野口建設整備部長。 

◎建設整備部長（野口孔明君） 今後につきましては、適正に管理ができるようなマニュア

ルを整備し、それに基づいて管理を行ってまいりたいと思っております。 

 入居者不在のままではありますが、長期間の家賃の滞納もあり、入居者の不明の方につき

ましては、今後明け渡し請求の手続を進めてまいりたいと考えております。 

◆7 番（平野利和君） 以上です。 

○議長（大久保正美君） これで、7 番、平野利和議員の質問を終わります。 


